
新宿区教育委員会

新宿区教育ビジョン
平成30年度 主要事業＆

未来を担う子どもたちの夢と希望をはぐくむ

　新宿区教育委員会は、平成 30 年 2月、これまでの教育ビジョン
をもとに築いてきた取組をより確実なものにするとともに、子ども
たちが生涯を切り拓いていく力を一層伸ばしていくため、10 年後
の子どもたちの育ち・学びを見据えた新たな「新宿区教育ビジョ
ン」を策定しました。
　このリーフレットでは、新たな教育ビジョンの概要と、平成 30
年度に取り組む事業の一部を紹介しています。
　学校・家庭・地域が連携・協働し、新宿の子どもたちを社会全体
で育んでいくことができるよう、保護者の皆様、区民の皆様のご理
解とご協力をお願いいたします。



教育目標

新宿区教育ビジョンの構成

新宿区教育大綱について

新宿区教育委員会は
● 広い視野と、自らを律し互いを認め、思いやりの心をもつ人
● 地域の一員として、規範意識や公共の精神に基づき、社会の
形成に進んで参画する人

● 個性や創造力が豊かで、自ら学び、考え、行動する人
を育てる教育を推進します。

◆ 3つの柱と10の施策 …「教育目標」を達成するため、平成30（2018）
年度から平成39（2027）年度までの10年間
の新宿区の目指す教育として示すものです。

◆ 78の個別事業 ……… 教育ビジョンに示した施策の具体的な取組と
して、平成30（2018）年度から平成32
（2020）年度までの3年間の事業を示すもの
です。

平成27年11月、新宿区では、教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策につい
て、その目標や根本的な方針を定める「新宿区教育大綱」を策定しました。
この大綱は、教育ビジョンに基づき教育委員会が実施している具体的な取組や課題のほ
か、区の子育て支援施策等について、区長と教育委員会が「新宿区総合教育会議」において
十分な意見交換と議論を行い、区長が策定したものです。
大綱は、教育ビジョンの３つの柱に「子どもの育ち・学び・自立を地域とともに支えるま
ちの実現」の柱を加えた４つの柱から構成されています。

新宿区教育大綱の4つの柱
Ⅰ 子どもの育ち・学び・自立を地域とともに支えるまちの実現
Ⅱ 子ども一人ひとりの『生きる力』をはぐくむ質の高い学校教育の実現
Ⅲ 新宿のまちに学び、家庭や地域とともにすすめる教育の実現
Ⅳ 時代の変化に対応した、子どもがいきいき学ぶ教育環境の実現



新宿区教育ビジョン　施策体系

10の施策 取組の方向性３つの柱

柱1

子ども一人ひ
とりの「生きる
力」をはぐくむ
質の高い学校
教育の実現

柱2

新宿のまちに
学び、家庭や
地域とともに
すすめる教育
の実現

柱3

時代の変化に
対応した、子
どもがいきい
き学ぶ教育環
境の実現

子ども一人ひとりの学びの保証

変化の激しい時代を生きる力の育成

豊かな人間性と社会性を育む教育の充実

基礎体力の向上と健康な体づくり

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を
契機とした教育の推進

幼児教育環境の充実

幼稚園・保育園・子ども園の連携の推進

就学前教育と小学校教育との連携

小中連携教育の推進

地域が参画する学校運営の充実

新宿の多様な社会的資源を活かした教育活動

家庭の教育力向上のための支援の充実

家庭教育を担う保護者同士の学びの支援

区民にやさしい知の拠点をめざした図書館の充実

子ども読書活動の推進

安全教育の充実

地域ぐるみの学校安全・学校防災対策の推進

１ 確かな学力の向上

４ 地域との連携・協働による　 教育の推進

２ 豊かな心と健やかな体づくり

７ 子どもの安全の推進

８ 一人ひとりの子どもが豊かに　 学べる教育環境の整備

６ 生涯の学びを支える図書館の　 充実

５ 家庭の教育力の向上支援

９ 学校の教育力の強化

10 学校環境の整備・充実

教育の質を高める学校運営

教職員の勤務環境の改善等

教職員の資質・能力の向上

いじめ・不登校等の防止

特別支援教育の推進

外国籍等の子どもへの日本語サポート体制の充実

外国籍や障害のある子どもたちから学び合える交流

家庭環境にかかわらず豊かに学べる教育環境の整備

新しい教育課題に対応した魅力ある学校環境の整備

将来を見据えた学校規模適正化と施設整備等の推進

３ 就学前から中学校までの　 つながりのある教育の推進









問い合わせ先
新宿区教育委員会事務局教育調整課
TEL. ０３-５２７３-３０７４　 FAX. ０３-５２７３-３５１０
新宿区教育ビジョンの全文は、区役所１階の区政情報センターや中央図書館、
新宿区公式ホームページ（http://www.city.shinjuku.lg.jp/）でご覧になれます。

確かな学力、豊かな心、健やかな体の「知・徳・体」のバランスのとれた、子どもの「生
きる力」を育むには、ご家庭の協力が必要です。学校公開や保護者会、地域行事などに参加
して、学校や地域とともに子どもたちを育てていきましょう。  

●●●●● ご家庭へのメッセージ ●●●●●

基本的な生活習慣を身に付けるために
̶ 規則正しい生活は、子どもの成長の基礎となります ̶

●あいさつを習慣付けましょう。
　家庭では、「おはようございます」「いただきます」「ごちそ
うさま」「ありがとう」「ごめんなさい」「おやすみなさい」を
言うようにしましょう。

●早寝・早起きの生活リズムをつくりましょう。
　学習に集中して取り組むことができるよう、十分な睡眠
をとらせましょう。

●朝食をしっかり食べさせましょう。
　体温が上昇し、脳が活性化することで、学習に集中し、
学校生活を活動的に送ることができます。

●テレビやゲームの時間、スマートフォン等の使い方の
ルールを決め、家族で守りましょう。

●手伝いをさせ、自分の役割を果たすことを身に付けさせ
ましょう。

子どもの意欲を高めるために
̶ 子どものやる気を引き出すため、日ごろから大人が積極的にかかわることが大切です ̶
●子どもがどのようなことに関心を持ち、どうしたいと考
えているのかを、子どもとの触れ合いの中でつかむよ
うにしましょう。

●お子さんの将来の夢や、なりたい職業を知っています
か？それを実現するにはどうしたらよいかを、子どもと
一緒に考えることが大切です。

●食事など団らんの時間を大切にし、親子のコミュニケー
ションを心掛けましょう。

●スポーツや自然体験などを通じて、さまざまなことを
「経験」させましょう。地域行事に参加して他の世代と
触れ合ったり、友達と外で遊んだりすることも大切な経
験です。

学習習慣を身に付けるために
̶ 学習習慣は、生涯にわたって学び、自分の人生を確かに歩む基礎となります ̶

●宿題や課題を必ずさせましょう。
　家庭学習の充実が、学習習慣を身に付け
る鍵となります。子どもの頃から毎日机
に向かうことで、無理なく学習習慣をつ
くることができ、生涯にわたって、自ら学ん
でいく力を身に付けることに繋がります。

●通知票や個人面談などの資料を参考に、子ど
もと一緒に家庭学習の計画を立て、努力でき
たことはほめるようにしましょう。

●子どもに尋ねられたら、子どもと一緒に考
え、自分で答えを出させましょう。子どもは調
べ方や問題解決の方法を習得していきます。

進んで読書をする習慣を身に付けるために
̶ 読書は、豊かな心と学習の基礎である読解力を育みます ̶

●言葉の持つ心地よさを体感し、情緒の安定を図るため、
幼いころから絵本を見たり、読み聞かせをしたりするこ
とを大切にしましょう。

●読書の楽しさを体験できるように、親子で本を読む機会
や時間を増やしましょう。

●家族で区立図書館を利用しましょう。


